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2

　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
発
言
順
）

■ 

大
向
重
信
議
員

問
い　
①
台
風
12
号
に
よ
る
被
害
状
況
と
復

旧
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

　
７
月
の
台
風
12
号
は
異
例
の
進
路
を
と
り

曽
爾
村
に
大
雨
警
報
が
発
せ
ら
れ
、
未
明

の
１
時
間
降
水
量
は
、
観
測
史
上
最
多
の

１
０
０
ミ
リ
前
後
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、

村
内
の
各
地
域
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
近
年
、
時
間
降
雨
量
１
０
０
ミ
リ
以
上
の

降
雨
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
降
雨
パ
タ

ー
ン
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
同
じ

よ
う
な
被
害
や
こ
れ
以
上
の
被
害
が
で
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
各
集
落
の
道
路
や

排
水
路
の
点
検
な
ど
日
常
の
管
理
が
重
要
で

あ
り
、
新
た
な
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
な
復

旧
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
集
中
豪
雨
に
よ
り
家

屋
被
災
者
の
方
々
に
対
す
る
村
の
支
援
策

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
村
道
被
害
や
林
道
被
害
、
河
川
災

害
、
農
地
災
害
な
ど
の
査
定
に
つ
い
て
、
補

助
対
象
に
該
当
す
る
も
の
、
該
当
し
な
い
も

の
の
対
応
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
12
号
台
風
に
よ
る
村
内
の

被
害
状
況
と
復
旧
、
復
興
に
向
け
て
の
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

答
弁 

（
芝
田
村
長
）

①
村
道
に
つ
い
て
は
、
各
大
字
の
総
代
か
ら

の
要
望
や
職
員
の
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
支

障
と
な
る
箇
所
な
ど
を
建
設
業
者
に
依
頼
し

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
て
に
お

い
て
対
応
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

り
、
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
で
あ
る
地

域
の
助
け
合
い
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
隣
保
共
同
の
精
神
、
い
わ
ゆ
る
自
助
、

共
助
の
精
神
の
も
と
自
分
た
ち
で
で
き
る
管

理
は
自
分
た
ち
で
行
い
、
自
助
、
共
助
で
で

き
な
い
清
掃
や
管
理
に
つ
い
て
は
、
公
助
が

行
う
と
い
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
（
宅
地
）
災
害
に
つ
い
て
、

特
に
宅
地
単
独
災
害
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知

の
通
り
現
行
法
で
は
対
策
は
な
く
、
隣
接
す

る
地
目
（
農
地
、
治
山
）
な
ど
の
災
害
復
旧

制
度
を
活
用
し
、
そ
の
対
応
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
家
屋
（
宅
地
）
被
災
者
へ
の
支

援
、
村
道
、
林
道
、
農
地
、
河
川
災
害
等
の

被
害
状
況
と
復
旧
に
向
け
の
対
応
等
、
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
し

ま
す
。

説
明  

（
中
川
地
域
建
設
課
長
）

①
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
家
屋
・
宅
地
被

災
は
、
家
屋
被
災
が
葛
１
箇
所
、
伊
賀
見
１

箇
所
、
宅
地
被
災
が
長
野
１
箇
所
、
伊
賀
見

１
箇
所
あ
り
ま
す
。
家
屋
被
災
者
の
方
へ
の

支
援
は
、
ハ
ー
ド
と
し
て
、
村
道
、
河
川
、

農
地
、
治
山
等
の
隣
接
の
地
目
に
よ
り
、
災

害
復
旧
事
業
の
制
度
を
活
用
で
き
る
か
、
現

在
、
関
係
各
所
と
協
議
中
で
す
。

　
家
屋
被
災
に
つ
い
て
は
、
制
度
活
用
し
た

場
合
で
も
事
業
費
が
高
額
に
な
り
、
負
担
金

等
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

概
算
事
業
費
を
現
在
、
算
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
屋
被
災
者
へ
説
明
し
、
理
解
を
求
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
件
の
宅
地
被
災
に
つ
い
て
は
、
公
共
土

木
構
造
物
の
被
災
が
原
因
で
す
の
で
、
増
破

の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
村
道
や
林
道
、
農
地
及
び
農
業
用

施
設
災
害
の
現
在
の
状
況
は
、
台
風
12
号
災

害
の
崩
土
除
去
な
ど
緊
急
業
務
に
つ
い
て
、

61
箇
所
の
内
、
40
箇
所
、
現
場
は
完
了
し
て

い
ま
す
が
、
台
風
20
号
、
21
号
災
害
で
新
た

に
緊
急
業
務
で
実
施
し
な
け
れ
な
ば
ら
な
い

箇
所
が
23
箇
所
、
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
国
庫
補
助
災
害
に
つ
い
て
は
、
公

共
土
木
災
害
が
９
路
線
13
箇
所
、
林
道
災
害

が
３
路
線
９
箇
所
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害

が
16
箇
所
で
す
。

問
い

答
弁

説
明

9
月
定
例
会
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り
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特
に
農
地
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
負

担
金
の
関
係
上
、
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
査
定
に
つ
い
て
は
、
西
日
本
豪
雨
災

害
の
影
響
で
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て

い
ま
す
。
予
定
で
は
、
農
業
用
施
設
災
害
査

定
は
、
10
月
初
旬
、
林
道
の
災
害
査
定
と
公

共
土
木
災
害
査
定
は
、
10
月
下
旬
で
す
。
現

在
、
査
定
に
向
け
、
測
量
と
積
算
を
し
て
お

り
、
県
と
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

ま
た
、
国
庫
補
助
の
採
択
基
準
か
ら
外
れ
た

災
害
に
つ
い
て
は
、
単
独
災
害
も
考
え
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
定
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
全
部
採
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
林
道
、
農
地
農
業
用

施
設
災
害
で
採
択
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
は
あ
り
ま
す
が
、
原

材
料
費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
要
綱

に
則
り
、
執
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
大
向
重
信
議
員

問
い　
②
村
道
小
長
尾
線
改
良
事
業
に
つ
い

て
　
村
道
小
長
尾
線
は
、
緊
急
輸
送
道
路
の
役

割
や
生
活
道
路
、
通
学
路
、
村
施
設
で
あ
る

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や
屏
風
岩
公
苑
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
、
村
の
観
光
や
産
業
の
振

興
に
大
き
な
役
割
を
担
う
重
要
な
道
路
で

す
。
村
長
の
施
政
方
針
で
も
道
路
整
備
、

産
業
の
振
興
、
来
訪
者
と
の
交
流
を
最
重
要

課
題
と
捉
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
幅
員

が
狭
く
車
両
対
向
が
困
難
で
あ
る
と
同
時
に

見
通
し
が
悪
く
、
歩
行
者
の
安
全
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
に
よ
り
幅
員
の
改
良

工
事
が
進
め
ら
れ
、
計
画
区
間
の
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
の
半
分
が
第
一
期
工
事
と
し
て
、

平
成
30
年
度
で
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
区
間
の
７
０
０
メ
ー
ト
ル

が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
々
の
交
流
、
村

の
観
光
や
産
業
の
振
興
に
大
き
な
機
能
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
、
そ
の
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
残
り
区
間
の
約
３
５
０
メ

ー
ト
ル
を
第
二
期
工
事
と
し
て
着
工
が
急
が

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
人
々
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
入
居
者
の
方
々
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
訪
れ

て
く
れ
る
方
々
も
予
定
さ
れ
て
い
る
区
間
の

早
期
改
良
を
心
待
ち
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
村

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁 

（
芝
田
村
長
）

②
村
道
小
長
尾
線
は
、
平
成
26
年
度
に
測
量

設
計
、
27
年
度
に
は
用
地
買
収
を
終
え
、
平

成
28
年
度
か
ら
本
格
的
に
工
事
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
路
改
良
工
事
は
事
業
費
が
大
き
い
た

め
、
平
成
22
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
、
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て

お
り
、
議
会
か
ら
も
交
付
金
の
満
額
獲
得
に

向
け
要
望
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
重
点
配
分
と
は
な
ら
ず
、

工
事
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
避
難
所

の
指
定
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
に
よ

る
重
要
な
路
線
と
し
て
再
要
望
し
、
国
の
補

正
予
算
対
応
に
よ
り
交
付
金
が
配
分
さ
れ
、

一
期
工
事
は
平
成
30
年
度
完
了
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
完
了
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
多
額
の
交
付

金
を
補
正
予
算
に
よ
り
増
額
交
付
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
２
期
工
事
に
つ
い
て
は
、
配

分
額
が
大
幅
に
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
期
着
工
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
と
し
て
の
社
会
資
本
総
合
整
備
交
付
金

予
算
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
交
付

金
の
獲
得
に
向
け
県
町
村
長
会
な
ど
を
通

じ
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
堂
浦
鶴
清
議
員

問
い　
③
防
災
訓
練
の
充
実
と
被
災
者
支
援

に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

が
、
豪
雨
災
害
に
対
し
て
の
避
難
訓
練
も

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

特
に
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
な
ど
地
域

の
組
織
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
む
な
か
、
今
後
の
防
災
訓
練
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
、
そ
の
所
見
を
伺
う
。

　
次
に
、
本
村
の
被
災
さ
れ
た
方
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
準
拠
し
た
「
曽
爾
村

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
」
が
昭

問
い

問
い

答
弁
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和
49
年
６
月
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

補
助
内
容
は
、
災
害
に
よ
っ
て
不
幸
に
し
て

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
は
災
害
弔
慰

金
、
障
害
を
負
っ
た
場
合
は
障
害
見
舞
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
て
の
援
護
資
金
と
し

て
貸
し
付
け
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
貸
付
利
率
が
年
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
の
低
金
利
時
代
で
は
少
し
高
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。
村

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
被
災
者
生
活
支
援
法
の
適
用
と
な

ら
な
い
災
害
で
あ
っ
て
も
市
町
村
独
自
で
、

災
害
見
舞
金
や
被
災
者
生
活
支
援
金
な
ど
を

給
付
で
き
る
要
綱
な
ど
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
自
然
災
害
が
甚
大
に
な
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
少

し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
制
度

を
今
の
時
代
に
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁 

（
芝
田
村
長
）

③
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
村

民
の
避
難
訓
練
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
等
の
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
毎
年
引
き
続

き
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
一
度
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
行
政
や
防
災

関
係
機
関
は
、
可
能
な
限
り
最
善
を
尽
く
し

対
応
し
ま
す
が
、
全
て
に
お
い
て
対
応
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
住
民
の
自
主

的
な
防
災
活
動
で
あ
る
「
地
域
の
助
け
合

い
」
の
支
援
が
必
要
で
す
。
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
隣
保
共
同

の
精
神
、
い
わ
ゆ
る
、
自
助
、
共
助
の
精
神

の
も
と
、
地
域
の
こ
と
を
一
番
知
り
尽
く
し

て
い
る
「
各
大
字
の
自
主
防
災
組
織
」
の
育

成
、
そ
し
て
強
化
の
た
め
の
協
力
体
制
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防

団
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
訓
練
を
実
施
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
村
全
体
の
防
災
訓
練
と
平
行
し

て
、
各
大
字
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な

り
、
任
務
分
担
に
基
づ
い
た
役
割
を
確
認
す

る
訓
練
を
平
成
31
年
度
か
ら
実
施
す
る
よ

う
、
各
大
字
の
自
主
防
災
組
織
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
被
災
者
支
援
の
「
曽
爾
村
災
害
弔

慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

は
、
昭
和
49
年
６
月
、
国
の
法
律
に
基
づ

き
、
暴
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
死

亡
し
た
村
民
の
遺
族
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金

の
支
給
を
行
い
、
自
然
災
害
に
よ
り
精
神
又

は
身
体
に
著
し
い
障
害
を
受
け
た
村
民
に
災

害
障
害
見
舞
金
の
支
給
を
行
い
、
並
び
に
自

然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯

主
に
対
す
る
災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
、
も
っ
て
村
民
の
福
祉
及
び
生
活
の
安

定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
災
害
援
護
資
金
は
、
措
置
期

間
中
に
つ
い
て
は
無
利
子
と
し
、
措
置
期
間

経
過
後
は
年
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
７
月

30
日
付
け
、
知
事
か
ら
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
法
律
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
の
政
策
判
断
に
基
づ
き
、
災
害

援
護
資
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て
、
低
い
利

率
で
の
貸
付
を
可
能
と
し
、
被
害
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
貸
し
付
け
を
実
施
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
貸
付
利
率
に
つ

い
て
は
措
置
期
間
経
過
後
は
、
延
滞
の
場
合

を
除
き
年
３
％
以
内
と
条
例
で
定
め
る
率
に

な
り
ま
す
の
で
、
低
金
利
時
代
の
中
で
、
ま

た
目
的
に
沿
っ
て
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
、
そ
の
生
活
基

盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
に
対
し
、
都

道
府
県
が
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
拠
出
し
た

基
金
を
活
用
し
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生
活
の
再

建
を
支
援
し
、
も
っ
て
住
民
の
生
活
の
安
定

と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な

る
自
然
災
害
は
、
災
害
救
助
法
が
該
当
し
た

市
町
村
で
は
人
口
が
５
，
０
０
０
人
未
満
の

場
合
、
住
家
が
滅
失
し
た
世
帯
が
30
世
帯
以

上
、
ま
た
、
災
害
救
助
法
が
該
当
し
な
い
市

町
村
で
は
10
世
帯
以
上
の
住
宅
全
壊
被
害
が

発
生
し
た
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
支
援
金
の
支
給
額
は
、
住
宅
の
被
害
程
度

に
応
じ
て
支
給
す
る
基
礎
支
援
金
と
住
宅
の

答
弁
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再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
（
加

算
支
援
金
）
の
合
計
で
最
高
額
は
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が

想
定
外
に
大
き
く
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
台
風
12
号
の
被
災

を
鑑
み
、
村
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に
村

単
独
の
制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
単
独
で
生
活
支
援
金
な
ど
を
給
付
で
き
る

条
例
や
要
綱
等
を
制
定
し
て
い
る
市
町
村
の

現
状
等
も
踏
ま
え
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
し

ま
す
。

説
明 

（
吉
田
総
務
課
長
）

③
今
あ
る
支
援
と
し
て
、
災
害
弔
慰
金
、
災

害
障
害
見
舞
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
不
幸
に
し
て
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
生

計
維
持
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
万

円
、
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
、
２
５
０
万

円
の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
制
度
で
す
。
ま

た
、
障
害
を
負
わ
れ
た
生
計
維
持
者
に

は
、
２
５
０
万
円
、
そ
の
他
の
方
に
は
、

１
２
５
万
円
の
給
付
制
度
で
す
。

　

次
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
法

律
が
適
用
さ
れ
た
場
合
、
全
壊
等
の
住
宅

に
、
１
０
０
万
円
の
基
礎
支
援
金
が
給
付
さ

れ
、
大
規
模
半
壊
で
は
、
50
万
円
の
支
援
で

す
。
そ
の
住
宅
を
再
建
す
る
方
に
対
し
て
、

２
０
０
万
円
の
加
算
、
補
修
さ
れ
る
方
に
対

し
て
、
１
０
０
万
円
の
加
算
、
賃
貸
さ
れ
る

方
は
、
50
万
円
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
被
災
者
生
活
支
援
法
は
、
奈
良
県
が

運
営
し
ま
す
。
現
在
、
曽
爾
村
で
は
、
支
援

法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
災
害
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
次
に
、
災
害
義
援
金
の
制
度
は
、
奈
良
県

地
域
福
祉
課
、
市
町
村
が
窓
口
で
、
家
屋
被

害
で
は
、
床
上
浸
水
以
上
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
生

活
福
祉
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
住

宅
の
増
改
築
や
補
修
な
ど
の
小
口
の
融
資
制

度
で
、
最
高
で
２
５
０
万
円
で
す
。
こ
の
よ

う
に
個
々
の
家
屋
を
再
建
さ
れ
る
場
合
は
、

現
在
、
貸
付
制
度
し
か
な
い
現
状
で
す
。

　
他
方
、
全
国
の
被
災
者
支
援
等
の
事
例
に

つ
い
て
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
最
近
で
は
、

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
を
対
象
に
、
被
災
宅

地
復
旧
補
助
金
交
付
要
綱
が
制
定
さ
れ
て
い

る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
要
綱

は
、
生
活
再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ
な
い
場

合
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
独
自
に
補
助
す
る

制
度
で
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
④
災
害
時
避
難
所
の
検
証
と
対
策
に

つ
い
て

　
台
風
に
よ
る
避
難
指
示
に
よ
り
村
内
６
カ

所
の
施
設
利
用
を
さ
れ
た
方
が
お
り
ま
す
。

各
施
設
に
お
い
て
避
難
場
所
と
し
て
設
備
の

充
実
に
つ
い
て
避
難
者
の
安
心
と
安
全
の
確

保
を
す
る
た
め
不
備
な
点
、
ま
た
備
品
等
の

確
保
な
ど
把
握
さ
れ
た
の
か
。

　
曽
爾
村
安
全
安
心
の
村
づ
く
り
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
が
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
検
証
に
よ
る
今
後
の
対
策

と
し
て
、
改
善
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁 
（
芝
田
村
長
）

④
台
風
12
号
で
は
、
８
世
帯
15
名
、
20
号
で

は
23
世
帯
40
名
、
ま
た
、
21
号
で
は
39
世
帯

61
名
が
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
避
難

場
所
の
設
備
と
し
て
、
今
後
、
設
置
を
検
討

す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
の
設
置
や

旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
で
は
、
間
仕
切
り

の
設
置
、
特
に
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要
で
あ

る
と
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
食
料
品
等
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
、
今
後
、
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
、
減
災
に
対
す
る
事
業
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
対
策
、
復
旧
、
復

興
に
対
す
る
事
業
及
び
被
災
地
へ
の
支
援
活

動
等
に
対
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
、
曽
爾
村
安
全
安
心
の
村
づ

く
り
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
が
平
成
26
年
３
月
に
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
、
村
単
独
の
支
援
財
源
と

し
て
計
画
的
に
毎
年
基
金
を
積
み
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
長
か
ら
説
明

し
ま
す
。

説
明 

（
吉
田
総
務
課
長
）

④
９
月
４
日
の
台
風
21
号
に
準
備
し
た
避
難

所
へ
の
備
品
類
は
、
各
避
難
所
へ
毛
布
を
そ

れ
ぞ
れ
配
布
し
、
山
粕
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い

答
弁

説
明

説
明
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と
旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
で
は
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
と
ス
リ
ッ
パ
を
準
備
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
避
難
者
の
食
料
品
と
し
て
、
カ
ン

パ
ン
を
準
備
し
ま
し
た
。
食
料
品
に
つ
い
て

は
、
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
、
４
年
間
で
購
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
倒
し
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
空
調
設
備
も
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
⑤
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
る
分
担
金

の
検
討
及
び
村
税
・
国
保
税
の
軽
減
に
つ

い
て

　

台
風
に
よ
り
国
・
県
に
要
望
し
て
い
る

災
害
に
つ
い
て
、
公
共
関
係
11
件
７
９
，

５
０
０
千
円
、
農
業
関
係
で
は
農
地
11
件

２
６
，
１
０
０
千
円
、
施
設
２
件
２
，

２
０
０
千
円
、
林
業
関
係
で
は
林
道
３
路
線

３
０
，
０
０
０
千
円
と
聞
い
て
い
ま
す
。
事

業
完
了
時
に
発
生
す
る
分
担
金
は
、
農
地
災

害
復
旧
事
業
20
％
、
以
外
の
事
業
に
つ
い
て

は
15
％
の
分
担
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
曽
爾
村
の
行
う
土
木
建
設
事
業
に
か
か
る

分
担
金
徴
収
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
５
条
の
課
賦
基
準
・
第
７
条
の
そ
の
他
に

お
い
て
各
条
は
村
長
が
定
め
る
と
あ
り
ま

す
。

　
今
般
大
字
総
代
よ
り
分
担
金
の
軽
減
に
つ

い
て
の
要
望
書
が
村
当
局
・
議
会
に
対
し
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
担
金
比
率
・
分
担
金
の
軽
減
に
つ
い
て

議
会
に
お
い
て
も
議
論
し
判
断
を
委
ね
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
分
担
金
徴
収
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
を
村
長
に
伺
う
。

　
ま
た
、
村
税
条
例
・
国
保
税
条
例
に
基
づ

き
、
災
害
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
村
税
等

の
減
免
に
関
す
る
要
綱
で
は
本
人
申
請
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
申
請
は
あ
る
の
か
。
ま
た

助
言
等
を
行
う
の
か
、
村
長
に
伺
う
。

答
弁 

（
芝
田
村
長
）

⑤
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
る
地
元
分
担
金
に

つ
い
て
は
、
林
道
災
害
と
農
地
及
び
農
業
用

施
設
災
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
西

日
本
豪
雨
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
が
日
本

各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
国

の
激
甚
災
害
指
定
が
受
け
づ
ら
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
台
風
12
号
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ

ろ
激
甚
指
定
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
に

つ
い
て
は
、
激
甚
災
に
指
定
さ
れ
な
く
て

も
、
暫
定
法
に
よ
る
、
増
高
申
請
と
い
う
補

助
率
を
ア
ッ
プ
す
る
制
度
が
あ
り
、
査
定
で

各
市
町
村
３
箇
所
以
上
、
国
庫
補
助
を
採
択

さ
れ
れ
ば
、
毎
年
１
月
中
に
こ
の
申
請
を
し

ま
す
と
、
こ
れ
に
よ
り
、
全
体
の
被
災
金
額

や
農
地
面
積
、
受
益
面
積
な
ど
に
よ
り
計
算

さ
れ
補
助
率
の
か
さ
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
は
、
全
国
の
査
定
が
終
了
し

た
、
１
月
中
に
は
あ
る
程
度
の
補
助
率
が
確

定
し
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
農
業
関
係
の
地

元
分
担
金
は
最
大
で
農
地
災
害
は
20
％
、
農

業
用
施
設
災
害
は
15
％
と
し
か
回
答
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
林
道
災
害
の
補
助
率
は
最
低
50
％

で
農
業
災
害
の
よ
う
な
増
高
申
請
は
な
く
、

林
道
の
延
長
や
災
害
規
模
に
よ
り
少
し
は
補

助
率
は
ア
ッ
プ
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
ア
ッ
プ

を
望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
受
益
者
の
分

担
金
は
最
大
で
15
％
と
い
う
も
の
の
、
今
回

の
よ
う
な
被
災
金
額
が
大
き
け
れ
ば
分
担
金

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
分
担
金
の
軽
減
の
要

望
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
林
道
災
害
は

自
己
の
管
理
が
大
き
く
起
因
し
て
お
り
ま

す
。

　
林
業
の
低
迷
に
よ
り
、
山
林
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
る
中
で
分
担
金
に
つ
い
て
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
、
議
論
す
る
必

要
が
あ
り
、
分
割
納
付
も
含
め
、
地
元
負
担

金
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
村
税
、
国
保
税
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、
住
宅
や
家
財
、
農
地
や
宅
地
が
被
災
し

た
場
合
、
村
税
や
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
措
置
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
長
か
ら
説
明

し
ま
す
。

説
明 

（
宇
山
住
民
生
活
課
長
）

⑤
被
災
し
た
場
合
の
村
税
等
の
減
免
基
準

は
、
村
民
税
で
は
、
住
宅
又
は
家
財
が
災
害

に
よ
り
受
け
た
損
害
の
金
額
か
ら
保
険
金
な

ど
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除
い

た
価
格
が
、
そ
の
10
分
の
３
以
上
で
あ
る
も

説
明

問
い

答
弁
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の
が
、
減
免
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
所
得
に
よ
っ
て
、
減
免
の
割
合
が
８
分

の
１
か
ら
全
額
ま
で
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
で
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
ま
た
は
宅
地
に
つ
い
て
、
減
免
措
置
が

あ
り
ま
す
。
被
害
面
積
が
10
分
の
２
以
上
10

分
の
４
未
満
で
あ
る
場
合
の
10
分
の
４
の
減

免
か
ら
、
10
分
の
８
以
上
の
被
害
が
あ
る
場

合
の
全
額
免
除
ま
で
、
４
段
階
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た

家
屋
価
格
の
10
分
の
２
以
上
10
分
の
４
未
満

の
価
格
を
減
じ
た
場
合
の
10
分
の
４
の
減
免

か
ら
、
全
額
免
除
ま
で
の
４
段
階
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
で
は
、
家
屋
価

格
の
10
分
の
３
以
上
の
価
値
を
減
じ
た
場
合

と
な
っ
て
お
り
、
損
壊
の
程
度
と
所
得
に
よ

り
、
減
免
の
割
合
が
８
分
の
１
か
ら
、
全
額

免
除
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
現
在
、

先
般
来
の
台
風
に
よ
り
、
税
の
減
免
申
請
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
説
明
や

助
言
を
個
々
に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

周
知
に
つ
い
て
も
、
広
報
あ
る
い
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
報
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
⑥
掛
カ
ー
ブ
に
お
け
る
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

　
本
村
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
交
通
事
故

件
数
は
、
曽
爾
駐
在
所
の
調
べ
に
よ
る
と

２
１
３
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
大
字

掛
地
内
で
は
30
件
、
こ
の
内
「
掛
カ
ー
ブ
」

に
お
け
る
事
故
数
は
10
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
事
故
発
生
を
受
け
、
宇
陀
分
署
長
を
招
き

議
会
研
修
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
現
在
「
掛
カ
ー
ブ
」
に
お
け
る
交
通
安

全
対
策
と
し
て
本
年
２
月
に
は
、
減
速
線
、

カ
ラ
ー
舗
装
の
引
き
直
し
、
急
カ
ー
ブ
注
意

の
表
示
引
き
直
し
、
周
辺
道
路
舗
装
の
や
り

直
し
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
「
掛
カ
ー
ブ
」
に
お
け
る
人
身
事
故

が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
説
明
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
考
え
ら
れ
る
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、
道
路
構
造
の
改
修
が

必
要
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
村
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も

２
段
階
カ
ー
ブ
と
い
わ
れ
る
「
掛
カ
ー
ブ
」

を
抜
本
的
に
改
修
す
る
た
め
、
道
路
の
構
造

を
変
更
す
る
よ
う
県
当
局
、
警
察
等
関
係
機

関
に
対
し
、
本
格
実
施
に
向
け
政
治
的
配
慮

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

答
弁 

（
芝
田
村
長
）

⑥
掛
カ
ー
ブ
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
掛
の
尾
上
橋
か
ら
二
瀬
橋
の
間
の

急
カ
ー
ブ
で
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

平
成
29
年
11
月
に
宇
陀
土
木
事
務
所
へ
そ
の

改
善
に
向
け
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
２
月
に
舗
装
の
や
り
直
し
や

減
速
線
、
急
カ
ー
ブ
の
表
示
の
引
き
直
し
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な

改
善
で
は
な
く
、
今
後
は
カ
ー
ブ
の
修
正
や

横
断
勾
配
の
修
正
な
ど
抜
本
的
な
改
修
を
管

轄
す
る
宇
陀
土
木
事
務
所
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
交
通
安
全
対
策
で
あ
る
た
め
警
察
関
係

機
関
（
公
安
委
員
会
）
か
ら
も
働
き
か
け
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
安
全
運
転
、
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ

な
い
よ
う
に
交
通
安
全
協
会
と
も
連
携
し
な

が
ら
啓
発
活
動
に
も
、
な
お
一
層
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
次
回
定
例
会
は
、
12
月
で
す
。

　
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

問
い

答
弁

本会議の様子
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　価値ある空き家を活用した芸術祭「はならぁと」が１０月１１日〜１５日に曽爾村で開催されました。
　はならぁとの開催は今年で２年目。大字今井の松田家古民家、旧音楽教室と太田店がメイン会場、大字
塩井のUrushi Base Soni NENRIN（ねんりん舎）と大字山粕の山本邸がサテライト会場になり、県内外
から５日間でのべ６５７人が訪れました。古民家の風情ある和室や井戸のスペースを活用した芸術作品の展
示のほか、ダンサーや打楽器奏者、美術家などが即興で演劇をするパフォーマンス、音楽教室でかつてオ
ルガンを教えていた先生が、来場者と一緒に音楽の演奏をするなど、多彩なイベントに会場がにぎわいまし
た。１４日には、第９回曽爾シネマがあり、「あたらしい野生の地」が上映。親子連れなどが、作品や、出展さ
れた屋台での飲食を楽しみました。
出展作家（敬称略）＝熊田悠夢、木下栞、neco、櫻井あかね、山本雅彦、阪本修、黒川岳、邂逅、

Lyhica ほか

空き家を使った芸術祭「はならぁと」が曽爾村で開催されました！

松田家古民家（作品の展示、曽爾シネマ）

山本邸（陶芸作品の展示、茶会「一寸一服」）

旧音楽教室と太田店（ペイント作品の展示、即興
パフォーマンス、音楽ライブ）

Urushi Base Soni NENRIN
（漆作品の展示、ガラスワークショップ）

↑書の作品（木下栞さん）

↑曽爾シネマの様子

↑出展ブースに集う来場者

↑かつての音楽教室の先
生（左から２人目）の演
奏も

↑お茶会「一寸一服」会場

←来場者が思い思いに音
楽を奏でる場面も

←漆作品の展示
（阪本修さん）

→
バーナーを使った
アクセサリー作り
体験（Lyhicaさん）

←陶芸作品の展示（山本
雅彦さん）

↑木彫りのオルゴール
（熊田悠夢さん）
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　曽爾の食材を使ったシェフの料理を食べたり、野菜の収穫・調理体験が楽しめる食のイベント「ＦＯＯＤ  
ＨＵＢ  ＳＯＮＩＣ（そにのわマルシェ2018）」（主催：一般社団法人 曽爾村農林業公社）が20日、曽爾村
大字今井の民宿２・７グラウンドと向かいの圃場で開催されました。この日を機に、村内の飲食店では、曽
爾産食材を使ったメニューを定番化し、来訪者に向けた曽爾の地の魅力の発信を進めていきます。あわせ
て曽爾産食材が曽爾村内で循環する輪を広げていきます。

ＦＯＯＤ  ＨＵＢ  ＳＯＮＩＣ（そにのわマルシェ２０１８）が開催されました

↓
フ
ァ
ー
ム
エ
リ
ア
に

登
場
し
た
モ
バ
イ
ル

キ
ッ
チ
ン

↑シェフズキッチンのブース

↑大和当帰の収穫体験↑トマト収穫体験を実施した地域お
こし協力隊の試験ハウス

↑ファームエリア受付

◆ ＦＯＯＤ ＡＲＥＡ（フードエリア）
　ＦＯＯＤ ＡＲＥＡでは、奈良市内のイタリアン「トラットリアピアノ」の稲次知己シェフらによる曽爾村特別メ
ニュー「曽爾村猪肉のラグーと曽爾高原ほうれん草リングイーネ　田舎味噌仕立て（パスタ）」や「ヤマトポー
ク・ビーツ・コンニャク・ジャンボピーマンの肉詰めスパイスカレー、イタリア茄子と冬瓜のココナッツカレーの
合がけプレート」を提供。合わせて、村内８つの飲食・加工業者による曽爾産メニューも行列ができる人気振り
でした。村内の若手農家が新鮮な野菜を直売するマルシェもにぎわいました。同時開催した「第３回曽爾村美
人プログラム」では、明治国際医療大学の伊藤和憲教授による健康相談会「養生について」を実施しました。

◆ FＡＲＭ  ＡＲＥＡ（ファームエリア）
　地域おこし協力隊の浅田仁美さんが試験栽培するトマトや、黒岩嘉平さんの菊芋、田合完さんのサツマイ
モ、今井薬草生産組合の大和当帰などの収穫体験を実施。薪ストーブを使い、収穫した野菜をトッピングして
ピザを作って食べる体験ワークショップも人気を集めました。敷地内で実施した薪割り体験には親子連れな
ど大勢が参加し、にぎわいました。

「モバイルキッチンが登場！」
　曽爾産の檜を使ったモバイルキッチン（移動型の木製台所）を曽爾村
農林業公社が製作し、この日のイベントに初めてお目見えしました。朝
からキッチンのスタッフが、来場者が収穫したばかりの野菜を預かり、天
ぷらにしたり、ゆでたりしました。モバイルキッチンは、今後移動型のカ
フェなどとして、村内で活用していきます。

FOOD AREAで出された曽爾村の飲食店メニュー

○曽爾の具だくさんぼたん鍋（２・７）
○ポテトフライ—曽爾の野菜ディップソース—（ＴＯＰＯＳ）
○曽爾高原バーガー（Farm SORA〜曽楽〜）
○力うどん（豊栄）
○手づくり田舎こんにゃく（びょうぶ山桜の郷）
○鹿肉とゴロゴロ野菜の赤ワイン煮込み（森のオーベル

ジュ　星咲（きらら））
○曽爾高原ウインナー（曽爾村農林業公社）
○曽爾高原ビール（曽爾高原ファームガーデン）
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　10月7日（日）「五穀豊穣」と「村の安全」を祈念して「曽爾村郷土芸能発表会」が門僕神社境内
にて開催され、長野・今井・伊賀見の各奉舞会、曽爾中学校による獅子舞が披露されました。昨年
節目の300年祭を終え、新たな歴史への一歩にふさわしい熱い思いのこもった演舞に、胸を熱くし
た発表会でした。

「曽爾の獅子舞」
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　去る10月8日、14日に伊賀見フジバカマ植栽地で「アサギ
マダラ歓迎祭り」が開催されました。昨年は多くのアサギマ
ダラが曽爾村に飛来しました。今年は花の開花が少し遅れ
ており、昨年よりも少ない状況でしたが、元気いっぱいに力
強くフジバカマ畑を飛び交う姿を見ることができました。
　会場は屋台や尺八、三線の演奏会もあり、地元の方や観
光客で賑わいました。
主催：曽爾街道風景つくり隊
お問い合わせ：曽爾村観光協会　☎94-2106

アサギマダラ歓迎祭り

　10月21日（日）、曽爾中学校グランドにおい
て曽爾村体育協会主催「村民ソフトボール大
会」が開催されました。
　激戦を制し優勝に輝いたのは、葛チームでし
た。惜しくも決勝で敗れてしまいましたが、伊
賀見チームが準優勝となりました。
　各大字の選手や役員の皆様のご協力で無事
大会を終えることができました。ありがとうご
ざいました。

曽爾村民ソフトボール大会

優勝

準優勝

　10月8日（月）山粕春日神社の秋祭りで、恒例の
「子どもみこし」が山粕区内を練り歩きました。太
鼓の音に合わせて、子どもたちの元気な「わっしょ
い」の声が響きました。写真は、「子どもみこし」を
引き終えた後の子どもたちです。笑顔の子どもや、
少し疲れた表情の子どももいますが、みこしを引
き終えた後の満足感でいっぱいです。
　「子どもみこし」はだれでも参加できますので、
来年はもっとたくさんの子どもたちが参加してくれ
ることを願っています。消防団の５レンジャーも子
どもたちを楽しませてくれます。

山粕春日神社「子どもみこし」
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※本人の希望により氏名のみ掲載
井上叉三さん（小長尾） 井上君代さん（小長尾）

備後クラさん（山粕）

113歳に
なられました！

　高齢者保健福祉月間の９月に、村内最高齢者をはじめ、
芝田村長が敬老訪問を行いました。みなさん、いつまでも
お元気でお過ごしくださいね。
　なお、米寿を迎える方 （々昭和５年１月１日〜１２月３１
日生まれ）には、健康・元気・長寿の秘訣や日課などにつ
いてコメントを頂きましたので、ご紹介します。

祝  長寿・米寿曽爾村
最高齢者

米寿８８歳のみなさん

内田つや子さん（伊賀見）
・畑仕事をする。よく食べる。

瀧阪靜さん（太良路）
・畑の草引き、散歩。なんでも食

べる。

小阪郁代さん（長野）
・歩くこと。好き嫌いなく食べ

る。

坂井和子さん（伊賀見）　
・みんなと話をして楽しく過ご

す。

森澤武さん（山粕）
・自分のペースで好きなことをし

て過ごす。

東向嘉代子さん（今井）
・たくさん話をする。野球観戦。

田尻ミスズさん（伊賀見）
・好き嫌いしないで何でも食べ

る。友達と話をする。

土肥秀通さん（葛）
・畑仕事、植木の手入れ。ゴルフボー

ルで足裏のマッサージをする。

大向智恵子さん（小長尾）
・庭の草引き、畑仕事や炊事。

西浦マサヨさん（長野）
・たくさん食べる。歌をうたう。

北出清一さん（塩井）
・田、畑仕事。よく動いてしっか

り食べる。

柳岡德子さん（今井）
・好き嫌いせずよく食べる。編み

物をする。
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　9月29日（土）子どもたちが待ちに待った第17回保育園運動会が小学校の体育館で行われました。
たくさんの声援にいつも以上に張り切る子どもたち。力いっぱい頑張った運動会となりました。お越
し頂いた皆様、ありがとうございました。

☆曽爾保育園運動会☆

オープニングとして和太鼓演奏！！

赤・黄組（3、4歳児）パラバルーン☆

たくさん練習したさかあがり！

ムシバイ菌に変身してダンシング♪

青組（5歳児）フラフープ演技！！

黄・青組（4、5歳児）組立体操

　9月26日（水）、先の大戦で尊い犠牲となられた戦没者の方々のご冥福をお祈りするため、曽爾村振興セ
ンターにて戦没者追悼式が執り行われました。
　式典では慰霊黙祷、国歌斉唱に続き芝田村長が苛烈を
極めた戦いの中で祖国の安泰と繁栄を願うとともに家族の
安寧を念じつつ戦場で倒れた戦没者を思うとき、万感胸に
迫り痛恨の情を禁じ得ません。また、最愛の肉親を失いな
がらも戦後の混乱を生き抜き、ご子弟を養育され地域社会
に貢献してこられたご遺族様の並々ならぬご苦労に対しま
して深甚なる敬意を表します。戦後73年が過ぎましたが、
戦禍を風化させることなく次代に語り継ぐとともに、曽爾村
の美しい景観や地域資源を守り発展に向け専心努力してい
きますと式辞を述べました。
　最後に、参列者一同が戦没者の方々に唱歌「ふるさと」を
お供えする意味を込めて合唱し恒久平和を祈念しました。

曽爾村戦没者追悼式
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日
本
年
金
機
構
で
は
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
、
11
月
30
日
を
「
年

金
の
日
」
と
位
置
づ
け
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
公
的
年
金
制
度
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民
の

皆
様
に
公
的
年
金
制
度
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
、
公
的
年
金
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民

お
一
人
お
一
人
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
て
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
公
的
年
金
の
受
給
見
込
み
額

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
老
後
の
生

活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
お

客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確

認
で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
な
く
て

も
、
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
将
来
の

年
金
見
込
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
年
金
支
払
い
に
関

す
る
通
知
書
の
確
認
や
年
金
支
払
い

に
関
す
る
通
知
書
及
び
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
な
ど
の
再
交
付
の

申
請
が
で
き
る
な
ど
、
と
て
も
便
利

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
・
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記

専
用
番
号
へ

  
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
こ
の
機
会
に
、
公
的
年
金
制
度
の

意
義
や
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
に
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
曽
爾
村
役
場

　
住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
☎
９
４-

２
１
０
２

　
台
風
24
号
の
影
響
に
よ
り
、
延
期

に
な
っ
て
い
た
へ
き
地
巡
回
診
療
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
誰
で
も
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
目
・
耳
・
鼻
・
の
ど
の
こ
と
で

気
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
11
月
18
日
（
日
）

会
場　
曽
爾
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

診
療
科
目　
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

２
時
（
昼
休
み
を
除
く
）

対
象
者　
全
住
民

費
用　
無
料

従
事
者　

南
和
広
域
医
療
企
業
団

（
医
師
、
看
護
師
、
技
師
、
事

務
等
）

お
申
し
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
曽
爾
村
役
場
保
健
福
祉
課

　
☎
９
４-

２
１
０
３

奈
良
（
東
和
・
中
和
・
南
和

地
区
）
で
は
た
ら
こ
う
！

　
就
職
・
再
就
職
・
転
職
活
動
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
（
木
） 

12
時
30

分
～
16
時

内
容　
交
流
カ
フ
ェ
（
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
不
安
や
悩
み
を
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
）
・
求
人
施
設
紹

介
・
個
別
相
談
会
・
採
血
の
実

技
演
習

場
所　
奈
良
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

３
階
大
研
修
室

　
橿
原
市
四
条
町
２
８
８
の
８

参
加
費　
無
料
（
駐
車
場
有
料
）

※
復
職
支
援
研
修
を
同
日
９
時
30

分
～
11
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

（
当
日
参
加
歓
迎
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
奈
良
県
看
護
協
会　
奈

良
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
４-

２
５-

４
０
３
１

　
検
察
審
査
会
は
、選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ

た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、検
察
官

の
不
起
訴
処
分
の
当
否
を
審
査
す
る

機
関
で
す
。

　
審
査
を
し
た
結
果
に
よ
って
は
、裁

判
に
か
け
ら
れ
な
かった
も
の
を
、裁
判

に
お
い
て
審
理
す
る
よ
う
に
請
求
で
き

る
公
的
機
関
で
す
。

　
あ
な
た
の
身
の
回
り
で
、こ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。交
通
事
故
や
傷

害
な
ど
の
被
害
に
あった
の
に
、あ
る
い

は
、犯
罪
を
告
訴・告
発
し
た
の
に
、検

察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
！
そ
ん
な
時
は
、検
察
審
査
会
事

務
局
に
申
立
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
審
査
の
相
談・申
立
て
の
費
用
は
無

料
で
す
。秘
密
も
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、葛
城
検
察
審
査
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
大
和
高
田
市
大
中
１
０
１-

４

　
葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
７
４
５-

５
３-

１
０
１
２（
代
）

11
月
は
ね
ん
き
ん

月
間
で
す

検
察
審
査
会
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

へ
き
地
巡
回
診
療

の
お
知
ら
せ

看
護
職
ミ
ニ
就
職
相

談
会「
交
流
カ
フ
ェ
」
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「忘れてない？　サイフにスマホに
　　　　　　火の確認」  （全国統一標語）

　空気が乾燥し、火災の増加が予想される時季を
迎えるにあたり全国一斉に火災予防運動が実施さ
れます。
　期間中は住民の皆さんに火災予防を広く呼びか
け、火災による死傷者ゼロを目指し様々な行事や取
り組みを展開します。

【重点目標】
１ 住宅防火対策の推進
２ 乾燥時および強風時火災発生防止対策の推進
３ 放火火災防止対策の推進
４ 防火安全対策の徹底
５ 催し物に対する火災予防指導等の徹底
６ 震災時における出火防止対策の推進

平成30年度防火ポスター募集・審査結果
　宇陀市・宇陀郡の小学校４年生から防火ポスターを募集し、応募総数
22７点の中から審査の結果、最優秀賞（1点）・優秀賞（10点）が決定し
ました。
　ご応募いただいた小学生の皆さん、ありがとうございました！
　11月7日から15日までサンクシティ２階において、防火ポスター展を開
催致します。

秋季火災予防運動 平成30年11月9日（金）～15日（木）まで

曽爾村から火災をなくそう！

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
３つの習慣

○寝たばこは絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で

使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。
４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用する。

○火災の小さいうちに消すために、住宅用消火
器を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
近隣所の協力体制をつくる。

お問い合わせ　奈良県広域消防組合宇陀消防署　予防課
　　　　　　　☎0745‐82‐3199

最
優
秀
賞
　
横
井
煌
征
様（
榛
原
西
）

　夫・パートナーからの暴力をはじめとして，職場等におけるセクシュアルハラスメント，ストーカー
行為などの女性の人権に関わる問題全般について，ご相談をお受けします。相談は無料で秘密厳守です
ので，お気軽にご利用ください。
日時　11月12日（月）から11月18日（日）まで
電話受付時間　平日：午前8時30分から午後7時まで　土日：午前10時から午後5時まで
インターネット受付時間　24時間（回答は後日となります。）
電話番号　0570-070-810
　※電話をおかけになった場所の最寄りの法務局につながります。
　※携帯電話・ＰＨＳ使用可、ＩＰ電話使用不可
ＵＲＬ　http://www.jinken.go.jp/　※インターネット人権相談フォームに相談内容等を記入して送信

すると，後日，最寄りの法務局が回答します。
対象　県内在住の女性　　　相談員　人権擁護委員及び法務局職員
お問い合わせ　奈良地方法務局人権擁護課（☎0742-23-5457）まで

全国一斉「女性の人権ホットライン」
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　自衛官候補生及び一般曹候補生の採用年齢の範囲が、平成30年10月1日以降、以下のとおり改正され
ました。

日にち：11月4日（日）
気象警報等が発令された場合は、11月5日（月）に順延。

種　目 応募開始時期

自衛官候補生

年齢の範囲
平成30年9月30日まで 改正後（平成30年10月1日以降）

平成30年
10月1日～

平成31年
3月1日～

18歳以上27歳未満
18歳以上33歳未満
（ただし、32歳の者にあっては、
採用予定月の3ヶ月後の末日現在、
33歳に達していない者に限る。）

18歳以上27歳未満
18歳以上33歳未満
（ただし、32歳の者にあっては、
採用予定月の3ヶ月後の末日現在、
33歳に達していない者に限る。）

一般曹候補生

種　目
採用試験日程等

試験内容

自衛官候補生

採用予定月 試　験　日 受付期限
・筆記試験
・適性検査
・口述試験（面接）
・身体検査
１次試験
・筆記試験
・適性検査
２次試験
・口述試験（面接）

随時受付

平成31年
3月1日から
を予定

・平成31年3月
・平成31年4月

・平成31年9月
・平成32年3月
・平成32年4月

・平成30年12月8日（土）
・平成31年1月27日（日）
・平成31年2月23日（土）

未定
（年2回、5月と9月を予定）一般曹候補生

詳しくは自衛隊天理募集案内所までお問い合わせください。　☎0743-63-2540
　ホームページ ： http://www.mod.go.jp/pco/nara　　E-mail ： hq1-nara@pco.mod.go.jp

 ●曽爾小学校
◇授業参観等　9：40 〜 12：00
　　小学校教員による授業、乗り入れ授業（小

学校教員と中学校教員による合同授業）をおこ
ないます。

◇わくわくアート　13：00 〜 14：40
　　奈良教育大学と共同で児童が活動します。

※ 11 月 5 日に順延になった場合、「わくわくアー
ト」は中止となります。

◇校内参観
　　校内に展示している図画や焼き物などの作品

をご覧ください。

 ●曽爾中学校
◇授業参観　　8：40 〜 12：30
◇全 体 会　 13：35 〜 15：30
　＊音楽部発表
　＊グッドネーミング賞表彰
　＊生活作文発表
　＊ふるさと学習発表・展示
　＊美術科発表・展示
　＊人権学習発表会

◇進路説明会：全体会終了後希望者のみ

  自衛官の採用上限年齢の引き上げに関するお知らせ

曽爾小学校・曽爾中学校

オープンスクールのご案内
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

虐待を受けたと思われる子どもがいたら。 ご自身が出産や子育てに悩んだら。 子育てに悩む親がいたら。

児童相談所や市町村の相談窓口にご連絡下さい

●児童虐待とは…？

性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

心理的虐待 言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(DV) など
言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(DV) など

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、
家の外にしめだす など

なぐ け

ネグレクト
乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の中に
放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない、他の人が子どもに暴力を振るう
ことなどを放置する など

たた おぼ

乳幼児揺さぶられ症候群

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？

子どもについて
■ いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
■ 不自然な傷や打撲のあとがある
■ 衣類やからだがいつも汚れている ■ 落ち着きがなく乱暴である 
■ 表情が乏しい、活気がない  ■ 夜遅くまで一人で家の外にいる

保護者について
■ 地域などと交流が少なく孤立している
■ 小さい子どもを家においたまま外出している
■ 子育てに関して拒否的・無関心である／強い不安や悩みを抱えている
■ 子どものけがについて不自然な説明をする

赤ちゃんがなにをやっても泣き止まないと、イライラしてしま
うことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣きやまないからと
いって、激しく揺さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子ど
もが激しく揺さぶられると、見た目にはわかりにくいですが、頭
(脳や網膜)に損傷を受け、重い障害が残った
り、命を落とすこともあります。どうしても泣
きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝か
せて、その場を少しの間でも離れ、まず自分
をリラックスさせましょう。

お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。 ※通話料がかかります。

あなたの1本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。

子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～
子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないばかりか、
悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合いましょう。

子育てに
体罰や暴言を使わない

子どもが親に
恐怖を持つとSOSを
伝えられない

爆発寸前のイライラを
クールダウン

親自身が
SOSを出そう

子どもの気持ちと
行動を分けて考え、
育ちを応援

●「しつけ」が行き過ぎると虐待に当たることもあります

詳しくはこちら▶

11月は「児童虐待防止推進月間」です
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日
時　

①
12
月
６
日（
木
）　
９
時

40
分
～
11
時
50
分　

面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー

　

②
12
月
14
日（
金
）　
13
時
30
分

～
16
時
30
分　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
　

③
12
月
20
日（
木
）　
13
時
30
分

～
16
時
30
分　
就
活
ス
タ
ー
ト
セ

ミ
ナ
ー
＆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活

用
術

場
所　

①
‥
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈

良
市
西
木
辻
町
９
３-

６　
エ
ル

ト
ピ
ア
奈
良
内
）

　
②
、③
‥
高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

（
大
和
高
田
市
幸
町
２-

３
３　

奈
良
県
産
業
会
館
３
Ｆ
）

概
要　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。参

加
費
無
料
。

対
象　

就
職
活
動
中
の
学
生
や
お

お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者（
40

代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就
労
者

  

平
素
は
ゆ
ず
生
産
組
合
の
活
動
に

ご
支
援
、ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
、村
民
の
皆
様
の
ゆ
ず
を

下
記
の
と
お
り
買
い
求
め
た
く
思
い

ま
す
。

買
取
価
格　
（
１
kg
あ
た
り
）秀
品

＝
１
０
０
円
、良
品
＝
60
円

荷
受
場
所　
小
長
尾
公
民
館

　
お
売
り
い
た
だ
け
る
方
は
、下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
頂
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
ず
生
産
組
合　
た
わ
わ

　
☎
０
７
０-

４
３
６
０-

５
９
４
０

を
含
む
）

定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

お
申
し
込
み　

11
月
15
日
か
ら
各
セ

ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、セ
ミ
ナ
ー
名
、開
催
日
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、居
住
地
の
市
町
村

名
、電
話
番
号
、年
齢
、性
別
を
左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フェ

　
☎
０
７
４
２-
２
３-

５
７
３
０

FAX
０
７
４
２-
２
３-

５
７
５
７

　

http://w
w

w
.pref.nara.jp/

item
/63392.htm

　
11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」で
す
。

　
１
人
で
も
労
働
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
）を
雇
った
場
合
、

事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
保
険・

雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
だ
、加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、従
業
員
の
方
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、加
入
手
続
き

を
行って
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

労
働
基
準
監
督
署

　
公
共
職
業
安
定
所（
ハロ
ー
ワ
ー
ク
）

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

　
☎
０
７
４
２-

３
２-

０
２
０
３

　写真の撮り方を教えてもらいながら、秋の談山神社の紅葉を楽しみます。

○ 開 催 日　　　　11月23日（金・祝）　雨天決行・荒天中止
○ 講　　師　　　　野本　暉房　先生
○ 集合時間・場所　午前9時30分・JR近鉄桜井駅南口
○ 費　　用　　　　1,500円（昼食代）
○ 定　　員　　　　40名
○ 対　　象　　　　中学生以上（ただし中学生は保護者同伴）
○ 申込方法　　　　11月19日（月）までにFAXまたはメールに、住所・氏名・年齢・電話番号を記入
　　　　　　　　　 し下記へ
○ お申し込み・お問い合わせ　桜井宇陀広域連合事務局　観光探訪係　☎0744-47-7077
　　　　　　　　　　　　　　（FAX　0744-47-7078・Eメール　info@sakurai-uda.or.jp）

写真家とゆく紅葉の旅 at 談山神社

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー（
12
月
）

奈
良
労
働
局
か
ら

お
知
ら
せ

曽
爾
高
原
ゆ
ず
生
産

組
合
　
た
わ
わ
　
か
ら

の
お
願
い
で
す
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職　名

教育委員

氏　名
新
旧

備　　考
平成30年10月1日　就任
平成30年9月30日　退任

大 向 美 保
山 浦 康 二

【異動者氏名】

職　名
教 育 長
教育長職務代理者
委 員
委 員
委 員

氏　名
尾 上 清 男
井 作 　 謙
土 肥 和 久
松 井 幸 也
大 向 美 保

【異動後の構成】

大規模な土地取引には届出が必要です。
提出期限は契約締結日から２週間以内です。

　国土利用計画法は、適正かつ合理的な土地利用の確保を図るため
土地取引の届出制度を設けています。
　土地取引に係る契約（予約を含む。）をしたときは、権利取得者（例
えば、買主）は、契約日から２週間以内に土地売買等の届出をしなけ
ればなりません。
◎届出が必要な土地の面積
　市街化区域　　　　２，０００㎡　以上
　市街化調整区域　　５，０００㎡　以上
　都市計画区域外　 １０，０００㎡　以上
◎届出先
　　届出書に必要事項を記入し、添付書類（契約書の写し、地図な

ど）とともに、土地の所在する市町村役場に届け出てください。
◎審査内容
　　土地の利用目的が、土地利用基本計画などの土地利用に関する

計画に適合しない場合には、利用目的の変更を勧告し、是正を求め
ることがあります。

◎罰則
　　届出をしなかったり、虚偽の届出をすると６ヶ月以下の懲役、また

は、100万円以下の罰金に処せられることがあります。

詳しくは、奈良県地域振興部地域政策課にお問い合わせください。
　☎0742-27-8484（ダイヤルイン）
　奈良県ホームページ　http://pref.nara.jp/

  教育委員会人事 （平成30年10月1日付）

  蛍光灯・乾電池・陶器・ガラスの収集について

　教育委員会の人事異動があり、次のように選出されました。

回 収 日　12月1日（土）　※前日の11月30日（金）に収集場所に出してください。
収集場所　不燃物収集場所（かん・びんと同じ）
品　　目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯、割れた電球、水銀体温計、陶器、板ガ

ラス、割れたガラス等
お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102



20

事  業  名 実施日 時  間 対　象　者 場所・内容等

11月14日㈬

11月2日㈮

11月18日㈰

11月29日㈭

○場所：老人福祉センター
○内容：講義「歯の健康づくり
　　　　について」
　　　　講師：曽爾村診療所
　　　　鈴木歯科衛生士
○場所：老人福祉センター
○内容：演習「栄養価の計算と
　　　　献立をたてる」
○場所：老人福祉センター
○内容：眼科、耳鼻咽喉科の診療　
○スタッフ：南和広域医療企業団
○費用：無料

○場所：老人福祉センター
○内容：調理実習、運動の実践

食生活改善推進員
養成講座
保健推進員会

食生活改善推進員
養成講座受講生
保健推進員

全村民

食生活改善推進員
養成講座受講生

13:30～
15:30

9:30～
14:00

10:00～
14:00

食生活改善推進員
養成講座

食生活改善推進員
養成講座受講生

13:30～
15:00

へき地巡回診療
（眼科・耳鼻咽喉科）

11月20日㈫
○場所：曽爾村振興センター
○内容：いきいき百歳体操と理学
　　　　療法士による健康講座　
○申込：不要

65歳以上の方13:30～
15:00

いきいき
百歳体操のつどい

食生活改善推進員
養成講座

ほけん事業予定表（11月）

謹んでお悔やみ申し上げます
9月17日　大字掛　　　平畠ミサエ さん（89歳）
9月24日　大字伊賀見　阪田　文夫 さん（98歳）
10月3日　大字今井　　森澤ミノエ さん（100歳）
10月8日　大字今井　　小林　　惇 さん（90歳）

善　　意　　銀　　行
平畠　潔さんより
  亡母　ミサエさんの生前のご厚情に対し金一封
政木　賢二さんより
  亡母　英子さんの生前のご厚情に対し金一封
阪田　将博さんより
  亡父　文夫さんの生前のご厚情に対し金一封
森澤　勲さんより
  亡母　ミノエさんの生前のご厚情に対し金一封
小林　　也さんより
  亡母　惇さんの生前のご厚情に対し金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

ふれあいサロンの開催について
日時　11月13日㈫　13時～15時予定
場所　曽爾ふれあいセンター（曽爾村大字山粕）
内容　リシアンサスの花と花器を折り紙で折

ります。
持ち物　折り紙・和紙・包装紙・竹串
　ふれあいセンターでも用意します。

開館日　月～金曜日（祝祭日は休館）…8時30
分～17時00分、土曜日…13時～17時（土
曜日の開室は日直対応となります。）

☆平日、図書室に職員がいませんので、教育
委員会事務局までお越しください。

○おはなし会　日時　11月8日㈭ 10時～11時
　　　　　　　場所　曽爾保育園遊戯室

図 書 室 だ よ り

みんなの広場

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　185　　 96
（±0）（±0）

掛　　107　　 55
（−1）（−1）

長　野　180　　 83
（＋4）（＋1）

小長尾　120　　 54
（＋1）（＋2）

今　井　195　　 89
（±0）（±0）

塩　井　102　　 49
（−1）（−1）

葛　　122　　 52
（±0）（±0）

太良路　115　　 56
（±0）（±0）

伊賀見　347　  161
（−4）（−1）

（平成30年10月1日現在）

11月号
平成30年11月1日発行

（通巻565号）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　㊎
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00～）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00～）

人口1,473人
（− 1）

男　685人
（＋ 1）

女　788人
（− 2）

世帯数695世帯
（± 0）

（平成30年10月1日現在）

　米焼酎「鎧」は、曽爾村でこだわって育て
られた特別栽培米〝曽爾米〟を使用し、麹造
りから瓶詰めまで全て手作業で、丁寧に思
いを込めて生産しています。
　曽爾村で作られた、曽爾村が詰まった、曽
爾村の味。
　皆様の大切な方への贈り物に、ぜひお使
い下さい。

地方創生イノベーション事業「ゆめの里かずら」からのお知らせ
＜ 鎧 ギフトセット ＞ ［限定100セット］

内容量 ： 720ｍｌ入り　２本
価　格 ： 3,500円（税込み）
　　　　＊送料は別途必要です。

【ご予約・お問い合わせ】
　農事組合法人 ゆめの里かずら
　☎0745-96-2315
　受付日時　月〜金曜日　9：00〜16：00


